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はじめに 
 磁性金属-絶縁体グラニュラー薄膜のTMR比は磁性金属のスピン分極率に依存すると報告されている 1)。ま

た、ハーフメタルであるCFASのスピン分極率は、化学組成に密接に関係がある 2)。しかしながら、CFAS- MgF2

グラニュラー薄膜では微粒子表面に化合物が形成され、その結果CFAS微粒子の組成が変化する可能性が考え

られる。また、高感度磁界センセGIGS○R 3)の実現のため高い耐熱性が求められている 4)。本研究では、Al、Si
の組成を変化させたCo2Fe(AlSi)-MgF2 グラニュラー薄膜を作製し、CoとFeに対するAlとSiの組成比依存と耐

熱性について検討した。 
実験方法 
 試料は RF 及び DC マグネトロンスパッタ法を用いて成膜した。基板には熱酸化膜付 Si(100)と NaCl を使用

した。組成変化は CFAS ターゲット上に Al、Si のチップを置くことで制御し、各組成は EPMA により分析

した。膜構成は Substrate/ MgF2 (10 nm)/ CFAS(1 nm)/ MgF2 (5 nm)である。成膜後 CFAS の規則化を促すため

に、真空中において任意の温度で 1 時間保持することで熱処理を行った。

MR 効果は直流２端子法で、最大印加磁界±15kOe で測定した。測定はす

べて室温で行った。Co と Fe に対する Al と Si の組成比を X とする(1)。 
 
                ...(1) 
 
実験結果 
 Fig. 1 は熱処理前(as-dep.)と熱処理後(Ta=300℃)の試料の MR 比の組成

依存性である。as-dep.において、MR 比は X に従って減少傾向にあった。

これは増加させた Al、Si が非磁性体であるため、磁性金属微粒子の磁気

モーメントが減少したことに起因していると考えている。また、Ta=300℃
において、MR 比は X=0.47 で 11.7%の極大を示した。また、組成変化前

(X=0.33)の Ta=300℃では 5.9％と MR 比は減少したが、X=0.47 の Ta=200, 
300℃ではそれぞれ 11.9, 11.7％と高い MR 比を示している(Fig.2)。これに

より、Ta=300℃までの温度範囲において高い MR 比を保持し、高い耐熱

性を得られたことが確認できた。以上の結果から、成膜時の磁性金属の

組成を変化することは、熱処理後の MR 比の向上において一つの有効な

手段であると考えている。 
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Fig. 1  MR ratio of the as-dep.  
and Ta=300℃ films as function of X. 

Fig. 2  Annealing temperature 
dependence of MR ratio 
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